
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
当
時

の
状
況
や
６
年
半
経
過
し
た
現
在
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
直
接
確
認
す
る
こ
と
で
理
解

を
深
め
、
事
故
を
踏
ま
え
た
川
内
原
子
力
発

電
所
に
係
る
安
全
対
策
の
必
要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
で
、
東
京
電
力

㈱
の
社
員
か
ら
次
の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

①�

震
災
当
時
の
被
害
状
況

②�

１
号
機
か
ら
４
号
機
の
圧
力
容
器
、
格
納

容
器
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
の
温
度
は
安
定

し
て
お
り
、
冷
温
停
止
状
態
を
維
持
で
き

て
い
る
こ
と

③�

放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と

④�「
汚
染
源
を

取
り
除
く
」

「
汚
染
源
に

水
を
近
づ
け

な
い
」「
汚
染

水
を
漏
ら
さ

な
い
」と
い

う
汚
染
水
対

策
な
ど
今
後

の
対
応

　

そ
の
後
、
立
入
制
限
区
域
を
通
過
す
る
バ

ス
の
車
中
か
ら
、
木
が
生
い
茂
っ
て
し
ま
っ

た
田
、
震
災
で
壊
れ
た
ま
ま
の
店
舗
や
住
宅
、

バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
人
が
入
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
住
宅
な
ど
の
町
並
み
を
見

な
が
ら
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

発
電
所
構
内
で
は
、
多
核
種
除
去
設
備
や

１
号
機
か
ら
４
号
機
の
外
観
、
凍
土
遮し

ゃ

蔽へ
い

壁

設
備
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
電
所
構
内
の
視
察
後
、
参
加
し
た
委
員

は
、
事
故
原
因
や
廃
炉
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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報告
　
原
子
力
の
必
要
性
は
、
他
の
電
力
よ
り
効

率
性
は
極
め
て
高
い
の
と
同
時
に
危
険
は
隣

り
合
わ
せ
で
、
目
で
確
認
し
に
く
い
も
の
で
、

一
回
で
も
失
敗
す
る
と
現
在
の
知
識
で
は
取

り
つ
か
な
い
負
の
財
産
を
背
負
っ
て
し
ま
う

こ
と
の
現
実
、
非
常
に
怖
い
と
思
っ
た
。

　
と
に
か
く
す
ご
い
。
な
ん
と
言
っ
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
た
。
福
島
と
は
地
形

や
発
電
の
仕
組
が
違
う
と
は
言
え
、
非
常
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
視
察
で
あ
っ
た
。
皆
が
、

他
人
事
で
は
な
く
も
っ
と
積
極
的
に
原
発
に

向
き
合
う
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

　
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
に
て
事
前
の
説
明
を
受

け
て
、
被
災
後
6
年
半
経
過
し
た
現
状
を
目

の
当
た
り
に
し
た
時
、
１
・
２
号
機
の
手
つ

か
ず
の
外
観
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
処
理
に
つ
い
て
の
技
術
は
、

ま
だ
ま
だ
確
立
の
域
に
ほ
ど
遠
い
も
の
と
感

じ
た
。
科
学
技
術
の
進
歩
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
の

世
界
は
未
知
分
野
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

使
用
済
核
燃
料
の
廃
棄
物
処
分
に
つ
い
て
も

未
だ
目
処
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
り
先
が
見

通
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
負
の
遺
産
を
後
世

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
苦

し
み
な
が
ら
一
刻
も
早
い
技
術
の
確
立
と
復

興
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
事
故
現
場
の
生
々
し
い
傷
跡
を
見
て
原
発

事
故
の
恐
怖
を
痛
切
に
感
じ
、
川
内
で
も
事

故
防
止
に
向
け
て
、
日
々
安
全
点
検
と
管
理

を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
は
、
不
具
合
が
生
じ

た
場
合
は
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
今
回
の

視
察
で
廃
炉
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が

解
っ
た
。

　
原
子
力
発
電
所
は
、
通
常
運
転
で
行
わ
れ

て
い
れ
ば
、
何
物
に
も
勝
る
発
電
能
力
を
発

揮
し
、
経
済
社
会
を
円
滑
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
日
常
生
活
を
支
え
必
要
不
可
欠
の
電
源

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
旦
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

周
辺
に
も
た
ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

数
十
年
に
わ
た
り
莫
大
な
金
の
投
入
と
、
放

射
線
減
量
及
び
廃
炉
作
業
に
よ
る
負
の
世
界

が
展
開
さ
れ
る
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い

う
発
電
業
者
の
安
全
に
対
す
る
企
業
努
力
は

当
然
の
こ
と
、
国
の
徹
底
し
た
安
全
管
理
の

も
と
で
の
電
源
確
保
は
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
期
待
値
に
達
す
る
ま
で
は
必
要
と
考
え
る
。

私
ど
も
住
民
は
、
原
子
力
の
安
全
運
転
を
慎

重
に
見
守
り
支
援
し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
に
よ

る
生
活
ス
タ
イ
ル
へ
と
徐
々
に
変
え
て
ゆ
く

努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

川内原子力発電所の運転状況は、次のとおりです。
＊九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。川内原子力発電所運転状況など

●発電電力量（1・2号機合計）平成29年９月分

＊目標値内であり、適切に管理されています。 ＊1本当たり200Lドラム缶相当 ＊貯蔵容量  約37,000本

●発電所の運転状況（1・2号機）

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
平成29年4月1日～9月30日

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
平成29年９月30日現在

●県内の発電電力量と消費電力量（平成29年９月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成29年９月30日現在）

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成14年）により、設備利用率が100％を超えることがあります。
　この「定格熱出力一定運転」とは、原子炉から発生する熱量（原子炉熱出力）を国から認めら
　れた最大値付近で一定に保って運転する方法で、海水温度に応じて電気出力は変化します。

放　出　量

1.7×108ベクレル 1.7×1015ベクレル
年間放出管理目標値（参考） 貯　蔵　量

24,604本
貯　蔵　率

66.5％

約13.4億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

104.5％

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.2火力 0.7
地熱・風力 0.3原子力 13.4

500 1,000 1,500 （単位：体）

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,160体
使用済燃料

 貯蔵容量 　貯　　蔵　　量

833体
16体

再使用燃料

29体
1,176体

計

862体
63.0％

貯 蔵 率

63.6％

5 10 15（単位：億kWh）

発電電力量
消費電力量

14.6
8.3

＊四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

出力89万キロワット 1月２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

平成29年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

出力89万キロワット

通常運転

通常運転

出力89万キロワ　ット　営業運転開始／昭和59年7月

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

視
察
を
終
え
て（
参
加
者
の
感
想
）

　
10
月
20
日（
金
）、
薩
摩
川
内
市
原
子
力
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
委
員
が
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
概
要

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
の
後
の
津

波
に
よ
っ
て
、
東
京
電
力
㈱
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
起

き
ま
し
た
。

　
通
常
、
原
子
力
発
電
に
使
わ
れ

た
燃
料
か
ら
は
高
温
の
熱
が
発
生

す
る
た
め
、
運
転
停
止
後
に
原
子

炉
内
の
水
を
循
環
さ
せ
る
な
ど
し

て
冷
却
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、

地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
冷
却
に
必
要
な
電
源
と
機
能
が

失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
燃
料
が
溶

融
。
さ
ら
に
、
発
生
し
た
水
素
が

建
屋
内
に
充
満
し
て
水
素
爆
発
が

起
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原

子
炉
建
屋
な
ど
が
破
損
し
、
放
射

性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
ま

し
た
。

２号機

３号機
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